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い
ぶ
き
太
鼓
」
と
「
上
州
藤

岡
上
杉
管
領
太
鼓
」
が
出
演
。

県
太
鼓
連
合
も
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
演
奏
を
披
露
し
、
海
身
の

ば
ち
さ
ば
き
に
観
客
か
、
り
大

き
な
拍
手
が
送
、
り
れ
た
。

公
演
会
を
開
い
た
。
午
後
と
夜
の
2
回

の
舞
台
に
同
級
生
や
保
護
者
ら
計
1
4

0
0人
が
足
を
運
ん
だ
。

同
部
は
2
0
0
9年
に
同
好
会
と
し

て
発
足
し
、
翌
年
に
部
に
昇
格
。
高
校

生
ダ
ン
ス
の
全
国
大
会
に
6
年
連
続
で

出
場
し
て
い
る
。
昨
年
9
月
に
は
第
6

旅館組合

あ
い
さ
つ
や
マ
ナ

l

5
カ
国
語
対
応

外
国
人
接
客
で
ア
ブ
リ

草
津
温
泉
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
客

に
深
く
温
泉
街
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
は
、
外

国
語
接
客
支
援
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ

リ
「
草
津
温
泉
指
さ
し
会
話
帳
」
を
導
入
し

た
。
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
台
湾
語
、
タ

イ
語
の
5
カ
国
語
に
対
応
し
て
お
り
、
組
合
に

加
盟
す
る
宿
泊
施
設
に
無
料
で
提
供
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
上

で
案
内
を
外
国
人
客
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
接

審理想黒?と浴醐国鵡歯菌蹴 一
・・ ・・・---‘ー・ ・3噛

....匂駒~・ R司圃・阻庫記温箇・圃 悩闘組"'"

"“時 間司・・・・・・ー
.融制滞帽岨腕JIられます

Y倒~-“'"晦.~樋皆、.，，'・-.，.酬。噌恥K圃刷

竃."‘-、つも調書出てい..

抽・耐‘岡田町ぬn・u噛・柑‘
.-..z1l>JSU2ftt.<・りま，
Thw・1''''1110齢y....... 晦
回酬向調凪加a・ι

四ほ明..天.. 

...剖切開閉e・ "ω・~

とて‘".砲・ヌ""で.

w・・V噂.'"・・・V冊唱『伽刷、

…~~.~ "い・".り.ぜん も蜘輔-，，，.割削蜘民btwlln， Th・・・"~・h創則市町
榊材噌 0・_. ・g脚町W楓h愉s・m・・憎低

大先". -量竃冶UE量しC
ことがで.n

。包Jdl!O'tII yc副司冊旬同町

@伸・fWlt klllC・.~.舗h・i

Eる厳かるUb'IICaliて"摩.

，..湖沼町.剛'輔欄作曲嗣.抽阿色

-もみと・9シ濁ーをφヲていn
柄拘旬..・...・，.._耐何幅修，_町布舗...."闘，.-開相司M咽働省.

唇@殉・"'11
..... 四回陶‘

… ，1<Jl'."，，>，・ヨ町内一

.. ・乏.
@属a附 yv. 
.訟が..，-で・... 

W捌醐岬醐闘

・回d蜘・骨骨匂'"'~‘

・天風呂院a・0康世ん.....・n・・_..... 客
を
円
滑
に
す
る
の
が
狙
い
。
ア
プ
リ
は
簡
単

な
あ
い
さ
つ
や
接
客
用
語
が
入
っ
て
い
る
ほ

か
、
旅
館
女
将
ら
の
要
望
を
受
け
、
入
浴
時
の

マ
ナ
ー
や
湯
畑
へ
の
行
主
刀
、
観
光
施
設
「
熱

乃
湯
」
で
行
っ
て
い
る
湯
も
み
シ
ョ
!
の
説
明

を
盛
り
込
む
な
ど
、
草
津
温
泉
に
特
化
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

書
籍
「
旅
の
指
さ
し
会
話
帳
」
な
ど
を
発
行

す
る
出
版
社
「
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
」
(
東

京
都
)
が
開
発
に
協
力
し
た
。
外
国
人
観
光
客

向
け
の
指
さ
し
会
話
ア
プ
リ
は
、

し
鉄
道
会
社
や
山
梨
県
北
杜
市
な
ど

回
l

で
導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

+
f
制
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

操
任
基
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
つ

活
面
て
い
く
。
温
泉
地
で
働
く
外
国
人

君
の
日
本
語
研
修
に
も
活
用
す
る
方

J
恥
針
だ
。
同
組
合
は
「
ま
ず
は
普
及

ア
副
を
図
り
、
従
業
員
に
ア
プ
リ
を
き

ア
会
っ
か
け
に
外
国
語
に
慣
れ
て
も
ら

い
た
い
」
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
見
守
り
活
動

た
た
え
県
警
が
表
彰

而
円

高
齢
者
支
援
に
尽

一
川
」

力
し
た
と
し
て
県
警

官
L
は
げ
目
、
「
渋
川
市

高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
表
彰
し

た
。
県
警
の
久
住
昌
和
人
身

安
全
対
策
統
括
出
E
が
岡
市
役

所
で
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
渋

川
地
区
の
自
治
会
連
合
会
や

医
師
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
、
消
防

署
な
ど
幻
機
関

で
組
織
す
る
。

高
齢
者
の
見
守

り
活
動
代

い認

知
症
で
俳
佃
す

る
人
へ
の
声
掛

け
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

県
警
は
俳
個
者

の
早
期
発
見
を

目
的
に
、
各
自

治
体
と
協
定
を
結
ん
で
対
象

者
の
情
報
を
事
前
登
録
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、
岡
市
は
顔

写
真
を
含
め
た
高
齢
者
の
登

録
件
数
が
県
内
ト
ッ
プ
で
対

策
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
県

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
小
沢
義
孝
会
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
た
。

感謝状を受け取る小沢さん(左)

詐欺防いだ2人

詐欺被害を

して富岡署(j

は14日、富岡市の小野i
イ也里、広木一美さんC5(
庫富岡支屈の窓口係、

50に感謝状を贈った《

広木さんは1月11日‘
一号...J..-~....... ~_-L....- _ L.LL 〆 円円、 月、ニユ

富
岡
商
工
会
議
所
青

は、

独
身
男
女
に
出
会
い

を
提
供
す
る
「
銀
座
の
恋

語
(
街
コ
ン
&
企
業
間
交
流
)
」
長

岡
市
中
心
街
で
開
い
た
。
男
女
九
よ

飲
食
庖
4
庖
で
会
話
や
食
事
を
盗

み
、
印
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
主

男
性
は
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
士

4
社
と
関
連
企
業
の
従
業
員
、
女
一

市
内
在
住
か
在
勤
者
を
中
心
に
募
盤

た。

一

街
中
を
行
き
来
し
な
が
、
り
商
庖
也

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
男
l
t

3
グ
ル
ー
プ
が
3
庖
を
判
分
ず
つ
刈

て
歓
談
。
そ
の
後
、
全
員
が
4
庖円

集
合
し
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
。

後
に
力
l
ド
を
使
っ
て
、
カ
ッ
プ
け

グ
し
た
。中

央
ロ
ー
タ
リ
ー
が

社
協
に
タ
オ
ル
加
枚

沼
田
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
々

ブ
(
永
井
寛
之
会
長
)
は
げ
口

沼
田
市
社
会
福
祉
捗
議
会


